
Title 外地経営の根本的性格 : 反省への一試論
Sub Title
Author 山本, 登

Publisher 慶應義塾経済学会
Publication year 1946

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.39, No.5 (1946. 11) ,p.336(28)- 347(39) 
JaLC DOI 10.14991/001.19461100-0028
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19461100-

0028

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


，外
地
純
螫
の
根
木
收
攸
格

八

t
H三
六〕

_

地

_

鐘

義

_

_

_

囊

；
■

反

m

へ

の

試

論

山

不

：✓

登

旣
，に
太'平
れ
戰
^
下
に
、お
け
る
ゎ
，が
阈
の
稹
極
的
な
財
朿
亜
エ
作
の
展
開
に
際
し
て
さ
へ
、
日
本
の
過
去
の
植
贤
沾
動
に
對
す
る
反
；
 

将
•
种
檢
討
は
、
由
要
な
る
植
妈
學
的
任
務
臥

 

一
L

し

て

指

摘

，
せ
ら
れ
た
o

(

姓〕

. 

•

'

【

卧】

；
1
時
£
.い
5

、
今I

つ
の
，任
務
と
じ
で
對
象
地
昌
序
細
密
な
る
調
整
*
既
究

•か
舉
げ
ら
れ
た
。
國
の
存
亡
を
賭
し
て
の

f

大
戰
爭T
:

.
.

に
拍
つ
て
、
わ
れ
-

の
？

や
か
な
學
間
的
盎
は
、
斯
堪
の
分&
に
お
け
1

か
、
る
二
つ
の
极
盎
麗
の
提
出
を
敦
切
な
要
f

し

、た

辟

、

:
斯
學
布1
の
業
棟
は
そ
の
、透
傲
性
を
f

、
-と
リ
分
け
組
織
的
研
究
の
不
備
そ
啷
た
ね
ぱ
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
し
て
こ
の

S

又
實
に
、
獨
リ
こ
り

の
分
野
に.つ
.いS

み
な
ら
ず
、
.
全
體hじ
て
の
日
本
の
翼
の
故
如
何
に
籠
に
且
つ
無
準
備
に
、
大
糞
へ
突
入
し

.で
行
.つ
た
か
.： 

、の》

つ
ひ
例
、示
と
も
な
リ
衍
る
も
の
で
あ
る

0

-
，

ン

- 

一
 

, 

'

-
 ̂

學
=
=
.lv
努
プ
のJ
.
i-f
n
a、
こ.
.の
幽
前
題
の
：統
介.的
：解
決.を
.、：
：
：：
途
：
と
し
^

ら
ノ
遂
に
結
货
す
译
こ
と
な
く
し
，て
終
つ
た

'0
-5
寧
ろ
か

か
る
^
,叫
的
反̂

は
、
攻
勢
的
な
岱
咔
の
指
卷
漭
砑
の
心
に
は
受
界
さ
れ
難
か
つ
た
，こ
と
も

^
K乍
ら
、
戰
砧
の
惡
化
と
共
に
.そ
の
必
要
の
痛
感
さ
，
 

れ
た
叶
，ド
は

>

 

旣
に
そ
の
時.機
を
失
し
た
と‘の
感
が
深
い
。
少
く
と
、も

，1

般
識
者
は
、
心
に
そ
の
必
婴
を
充
分
認
•め
つ

、

も
、
'

而
に
お
い
で
表
面
へ 

;-
-
;,
應
本
作
べ.
の
癸
協
ぱ
墮
次
ゎ
，
如
！
或
：
ば
ル
現
.魔
が
苛
烈
な
：
る
戰
力
肾
强
め
，
要
請
灰
撕
艽
屈
服
：ル
¥

と
め
譏
を
與
れ
得
办
い
.で
ぢ 

•

、
い
づ
れ
に
し
て
も
、
職
屈
の
，變
轉
：

i

作
ひ
、
多
の
者
が
斯
か
る
某
本
的
な
問
題
の
解
決
に
身
を
挺
す
る
辟
の
精
神
的
餘
裕
を
爽
ふ
に

!?
つ
た
と.' 

見
ら
れ
る
の
で
あ
リ
、
玆
に
む
亦
敗
戰
に
通
、ず
る

1
素
阁
が
潜
ん
ー
で
や
た
と
，言
へ
な
い
で
鈥
ら
ぅ
，か

0 

-

-

\
-
.
: -
-
'.\

 

--'っ

:

-
ノノ

 

. 

、

-
- 

.

. 

:
 

■

•

■:
.
.
:
.
■
■- 

. 

 ̂

-
V

-

.
-
ど

•？

 

.

..'
■

*

 

■-
■

■-
■

ご
の
場
合
、
過
去
數
十
年
、
外
地
と
し
て
共
に
日
本

0

治̂
下
.に
あ
つ
た
朝
鮮
及
ぴ
褰
灣
に
對
す
る
遯
營
實
續
へ
の
反
智

.
•
#檢
討
，

の
戰
ヵ
咐
强
ベ
の
寄
與
ヵ
發’揚
の
場
と
じ.
て
の
氳
義
が
及
最
も
切
賢
な
るr
a

題
.
ど
し
て
提‘起
‘せ
ら
れ
た
。
し
か
し
こ
の
部
两
：に
お
い
.,
. 

て
も
、
後
者
吖
必
要
が
强
く
前
肺
に
押
レ
出
さ
れ
る
ニ
と
に

1'

つ
て
；
問
題
の
恶
本
的
な
且
つ^

冒
的
彷
察
の
側
而'を
傰
ら
；せ.
尤
し
ま
、

- 

' 

,

パ：

:

-
ン

..

-
Y 

.

.-

.

V

.•

. -. 

. 

■
*

.

.

■'
- 

... 

,

■
.

::
;■ 

,

■■:

，
く

：.v
t
\

 

.

.

.

•,

. '■ •
:

■-
.

..

.
■:
.-つ

'.
:

:-
.

';
•

、
、

：
.■
:■
■
. 

. 

.

.

.
•
.
.
. 

.

.

. 

:

■

... 

: 

.

.

.
'

ハ
：

:■.
-
;■
■
-
'、

-

'
,■
•
■
■-
.
;

 

.

:■. 

-

.

'つ
た
と
♦い
ふ
褀
實
を
、
亂
め
な
け
，れ
ば
な
ら
な
い

0、
. 

. 

, 

' 

/
 

' 

' 

:
.

X 

/ 

' 

, 

♦ 

~
 

.、

今
や
肥
戰
を
製
機
之
し
て
ゎ
；が
國
は
こ
れ
ら
刚
ル
地

|
含
め
1
一
 

切
の
植
民
地•
勢
力
範
圍
を
喪
失
す
る
に
茧
つ
た
。
师
謂
來
お
廣 

.
域

經

濟

圈

の

樹
立
を
：：：：

槪

じ

、

全

朿
)|
1»
地
域
に
ズ
る
經
濟
的
結
合
體
制
の
具
現
に
向
つ
て
必
％
の
、
だ
が
結
局
ル

^

^
の
於
ヵ
，を
續
け 

來
つ
た
ロ
本
ド
と
つ
て
、
こ
れ
が
n
木
•經
濟
じ
與
へ
る
打
擊
は
深
迤
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
殊
に
之

0*
极
幹
地
帶
と
肩
さ
れ
た
朝
鮮
及
- 

び
嶔
灣
の
離
脫
は
、

 

m
に
&

«
的
の
み
な
ら
中
、
政
治
的

•

社
會
的
に
影
響
す
る
所
多
大
ぶ
見
‘
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 

>

■
; 

.

.

.

.

:.
:
. 

. 

■ 

;

I
:

.:
, 

. .

.

'.
.
■;
'.: 

,
 

.

.
:■* 

:
■.

'
■.
■
::
,
: 

. 

'
 .
 
.

i... 

... 

■,
 

.

. 

• 

V
- 

. 

.

.

.
V 

'
:

,.
,.
v
- 

- 

: 

. 

* 

-ゾバ

 

V 

■ 

■ 

■ 

• '■■
.

.

.

.-
-...

全
植
_

1
失
の
相
央
を
數
字
的
，に
許
上
し
て
見
る
事
も

'

應
は
必
要
で
あ
ら
ぅ
。
唯
そ
れ
が
こ
の
損
炎
を
痛
惜
す
る
念
ょ
り
爲
さ

• 

シ
 

- 

; 

- 

X
' 

*

れ
る
も
の’が
あ
る
ぼ
ら
ば
ト
そ
れ
は
犯
に
無
益
な
勢
作
で
あ
幻

^
謂
は
ぐ
死
兒
の
齡
を
箅
へ
る
に
等
し
い
。
覜
點
は

'
嚴

密

に

過

去

の

、運

:.».
..
 

. 

.. 

v

*-
,
' 

, 

V. 

メ：.v.-i.+ 

.
-
.
.

.
■
*•.
..广'.
•、».
ン..
.
•■
*
-
• 

. 

\ 

.... 

.
 

V 

- 
.■-.
 

....- 

: 

• 

•
>
. 

.... 

.

':
..•:
•.
.- 

. 

. 

.ニ.'：;.
 

- 

'
o
.
. パ...-

.

... „■■:
,-

.
>
•*•
••
■ 一.'
.

< 

> 
ノ
 

...

/ 

,

外
地
鈍
營
の
根
本
的
独
格
• 

; 

ニ
 

■
 

•
,

,
へ

.
、ぐ

ご

j

九
•

(

三
H
-f
c
y 

、
、
.



— 外'〜了

. 、' ' . \ ’、 ： 、、•へ广ンふマ知
. • ' ' ̂ ' '■いハ？山，!

' ， … 、冬 ;，ふ;
' ' ^ 1 :ヴ J

^

H

5

i

i

l

i

i

l

a

l

l

-

,
 

>、
ベ
？ 

V、
、

ベ
さ
i

。

：ジ
5
f
;
i
/
'
6
t
f

泣
^

^h

 

'人
 

i

\

へ

V

,

、

-

外
地
f

 

i

性
格
：

：
• 

' 

. 

、
，̂

音

'

S

5

營
實
織
.へ
J

?

いi

點
I

か
る
べ
きJ

P
、
急

成

果

は
s

f
る
ゎ
が
鐘
臂
の
現
狀
測
忠
の

k

材
？

し
て
の
み
利

>
用
廿
ら
.れ
る
.べ
'き
で
あ
6-
-
0
:
.
.
: 
ノ
 

：
 

、

、
 

~ 

. 

.
.

.

 

,

.

. 

-

し
か
し
厘
は
か
づ
し
三
面
的
考
察
に
f
 

f
の
で
な
1
、
過
去
0/
-
統
治
|

鑫
の
性
格
と
露
に
對
す|

ぎ

、
し
'

4

刻
な
反
I

た
め
に
こ
そ
採”
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
爲

e

一
 

方
的
な
支E

F
至
は
指
_

と
し
て
のI

を
全
、

く
拭
粢
I

簾

傑

の

諸

賈

と

共

！
^
f

合
ふ
所
に
、

S
H
5

本
I

f

费

I

ベ
く
、
.延
い
て
は 

^

^

味̂
に
^
け
名
谦
迎
の
安
定
も
導
か
れ
る
仏
ぁ
ら
ぅ
。

.

.

.、

.

.
'
. 

-

こ
s

f
 

I

本
稿
は
朝
鮮
及
編
過
に
對
す
る
過
去
の
ゎ
が
刷
に
ょ
る
統
治
政
策
落
格
並
び
に
實
態
へ
の
反

f

主
f

す 

41
試
論
で
^
る
。(

B
 

'

,

•

' 

. 

. 

'-. 

‘ 

:

 

:

•

 

、

^

71
1!
;1
帝
大
/敎
授〕

.は
、

「

き
i

へ
|

」

|

、
I

 一
 

J

號
，
所
載

)

と
f

書

蹇

參

敗

.

I

f

 

I

!

:

-
:

-

.

-

J 

. 

-
'
-
-
■
- 

. 

. 

. 

,
.
. 

- 

- 

•;;. 

.
- 

. 

- 

:

■

. 

: 

- 

. 

-

-■
-

.

-

,

-

.

.

て

.
/
. 

-

r 

- 

.
.
.

I-
- . 

:

:-
•
■
- 
-

 
.

 

-
■
/
:
 

' 

/
■
:
-
 

■

 

.

 

-

 

.
 

.
:
 

、 

-
.
,

 

.

.

.

 

:
■
 
r

■■
',
■
.-
 

'

 

..

.
ゎ
が
國
外
地
經
濟
の
根
本
的
性
格
を

8

討
す
ふ
場
合
、
最
初
に
取
ヵ
上
ガ
ら
る
ぺ

s

、
il
{
し
々
所
謂
道
義
的

r

同
化
政
策X.

へ
ハ 

'の
反
竹
で
な
け
れ
ば
な
I

い
。
こ.の
點
に
關
しf

i

l
鈴
木
ぬ
の
所
論
を
引
則
す
る
，

.な
ら
ば
、

• 

‘
ン

r
墓

0

_
治
1

本
方
針
—

視
_

_

,
學
上
の
術
語
に
當
嵌
め
て
言
ふ
な
ら
ば
、
所
謂

r

同
化
政
策

」

/で
あ
り
、
母
國
延
長
生
義
で
あ
.つ
た
。
こ
の
統
治
根
本
方
針
は
1
4つ
の
商
を
も
つ
て

灌
ど
言
ぶ
_
左
ど
.が

出

來

^
:
,
象

.
：
一
;
-

而
ば
、
：聽

め_政

治

的

茭

變

梦

造̂ ̂

面
は
、
朝
.：

鮮
の
領
冇
と
い
ふ
大
前
提
の
範
阖
內
に
卸
い
て
で
は
あ
る
が
、
所
謂
硝
民
她
的
支
配
の
關
係
を
止
揚
せ
ん
と
尤
る
激
圖
と

|

が
あ
つ
た
。

こ
.の
兩 

面
は
；
勿
觚
相
瓦
に
聯
關
性
を
も
つ
て
を
.

り
、
そ

结

に「

自
ぬ
，

」

と
い
ふ
方
向
は'そ
こ
に
介
在
す
る
餘
地
が
.な
か
：
つ
：
だ

^:
:
.で
扣
4
於
、
ま
免
時
と
レ 

ゼ
相
互
に.暴
す
る
も
の
で
も
あ
つ
た
。
卽
ち
、
前
者
の
而
に
お
い
て
は
、
肩
立
で
あ
.れ
他
國
へ
の
隸
嵐
匁
あ
れ

f
.兎
もf

歡

の

分

刺

と

い

：ぶ
.こ 

と
を
極
端
に
蕾
れ
る
日
木
の
立
場
が
'强
く
看
収
せ
％
れ
，、
謂
は
ぐ
し
つ
か
り
：と
的
懷
ろ
の
奥
深
ぐ
、抱
营
ノ
ん
で
か
妙
扰
ば
安
心
が
出
來
众
い
-と
込
ふ 

:'
■'
.馨

^
#
あ̂
_

れ
て
：.ゐ
名.0
'
:
こ
れ
は
：
、
0
淸

|3
'
_
適
_
戰

繁

も

，
_

國
'の
舰
護
_
化

::
;:
^
次
い

的
成
廣
が
被
本§
趣
_

_
狀
汜
と
謂
ふ
上.
妝

嘗

ろ

と

ぃ

ふ

軍

辦

的

氣

馨

雜

譽

：レ
た
革
上
令
深

.VV
關
係
を
：，̂
て
名
を
？
；.お
 ̂

,
,れ
て
_
歡

獨
_
へ一：の#.
*
間
人
.參

u>
7t
^

^
生
齋
厕.日
■
吹
か
が■
弱
：さ

が

ぞ

な

霧

^

震

布
^

る
；
吹
で
知
る
0
1 

•
: 

:
.

;'
::
. 

'

: 

-、'■
:.: 

;/
;
、；;i
l
.
u
K
L
-T
"
F
l
m
_
^
*
^

「

w

®
--
-
*
^
r
l
^

を
克
服
し
、
所i

民
地
關¥

を
止
揚
せ
ん
と
し
た
理
想
主
義
的
な
性
格
を
花
し
て
ゐ
だ
。
そ
こ
に
は
八
ん
式
的
な
帝

P
H
M

的
植
辟
地
茭
配
に
對
す.
 

る
^
!
:
と
反
抗
が
あ
り
、
B
.韓<z

邦
の
大
前
提
は
覆
へ
し
得
处
い
と
し
て
も
、
问
じ
ア
ジ
ア
人
间
志
，で
あ
る
以
上
、
文
明
人
が
蚜
鐵
人
を
史
配
す
る 

#.
来
の
公
^
的
植
民
地
腊
制
は
こ
ん
に
㈣

砠
さ
る
べ
き
で
な
い
と
い
ふ
謂
は
1-
同
胞
愛
的
な
新
し
い
外
領
統
治
の
理
念
が
、あ
つ
た
こ
と
は
否
定
す
ベ

く
も
な
ぃ
 

0
.
:.
. 

' 

_ 

. 

’ ' 

、
-

-
-

レ
し
か
し
へ
，
こ
め
や
ぅ
な
面
に
戈
け
る
的
鮮
一
體

i
i

p

矶
⑩
し
だ
入
マ
一
つ
の
而
、の
强
カ
な
介
人
ぶ
ょ
つ
て
遂
に
そ
の
ル
を
結
ぶ
こ
と
が

|1
1
來
ず
. 

へ：？

福
同
G
的
同
北
政
策
は
金
面
的
炎
敗
に
終
^
ざ
^
を
得
な
か
づ
第
の̂
お
る
。.

一(

霞
論
文
、
四
 
一
了
四s

o 

.

,
 

• 

-
 

-
 
■
 
•
 

>
 

,
 

t 

■
 
*
 

-
 
-
 
■
 

■■-.
 

r 

圓
 

'
 

-M.
 

^

こ
の
所
言
に
必
中
し
も
全
面
的
に
北
ハ
^

を
感
中
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
"

全
文
中
、.
朝
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句
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摘
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ぃ
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藤
と

し

て

餘 

れ
、

•

つ
し
.
ブ
~ 一
;^
®
道

£
窝
に
表
明
甘
ら
れ
る
某
の
外
地
統
治
政
策
、の
粮

'^
的
性
格
に
關
し1
は
、
今
少
、
し

く

こ

の

前

提

と

し 

て

，
明

治

初

期

以

降

の

某

經

濟

の

货

代

化

置

と

こ

れ

に

皆

礎

|

く
そ
滋
外
的
植§

動
の
特
質
的
栊
相
を
焉
し
て
か
，、
る 

S

が
必
：零

t

、つ
。

(

こ
の
告
つ
ぃ̂

の

前

着

衰

の

分

折

は

、
特
に
秀
れ
て
ゐ
る

)

。
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眷
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後
；^

と
し
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つ
の
軍
；大
な
带
約
條
仍
の
下
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；

頗
る
張
め
ら
れS

展
を
迪
ら
ざ
る
を
得
な
れ
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後
進
的
な
日
本I

義
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對
し
て
濃
度
の
封
說
伯
並
び
に
軍
溝
性
格
れ
f

す
_

齋

し
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膝
^
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s
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如
へ
S

內
天
然
I

の
贫
闽
性
は
、
そ
の
資
本8

的

费

の
‘
た
め
に
軍
里
翁
を
诽
心
と
す|

業
仍
,

に
ょ
_

成

的

氧
 

と
、
且
つ
_

の
手
廣
い
援
助
の
下
に
お
け
る
外
部
市
場
の
獲
得
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確
侬
を
必
然|

ゎ
め
た
て
，
' 
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4
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日
^
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H

呑
す
る
一
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缺
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條
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と
な
る
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で

‘
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國
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の
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的
確
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氣

す
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弱
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し
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そ
の
場
合
、
國
外
市
場
へ
ゆ
依

I

が
特
に
氟
市
場
と
驚n

”

.写 

地
i

に
對
し
て
！

的
！

つ
た
と
い
ふ
こ
と
は

.

I
棄
義
の
如
上
の
為
質
に
！

、に
特
辣
な
性
格
を

I

へ
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も
の̂
;あ
っ
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y

つ
さ
れ
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。
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か
く
て
規
定
せ
ら
れ
た
特
姝
の
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格
を
位
藏
し
つ
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n
木
は
强
烈
な
る
對
抗
啟
識
を
以T:
、:-

を
の
經
濟
的
近
代
化
を
續
行
し
、
日
一
. 

つ
は
東
说
に
お
け
る
沽
發
な
鲟
外
進
川
沽
動
を
强
行
し
た
。
就
中
、
大
陳
政
策
の
形

St
-
-
.
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'發
展
の
目
德
が
、一

に
先
進
勢
力
へ
の
對
抗.
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.
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■

■
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的
地
盤
の
獲
得
と
ょ
り
以
上
の
撰
張
，
そ
し
て
见
に
そ
の
成
见
を
汲
み
入
れ
て
の

»
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經
濟
カ
0

ー
曆
の
漱
實
に#

し
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こ
と
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明
ロ
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で
ぁ
る
。
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の
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經
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を
通
じ
て
、
阔
家
權
力
と
資
木
の
結
合
•
協
カ
は
设
名
露
骨
に
發
現
せ
ら
れ
ぐ
そ
れ
は
日
本
の
對
外
的
植
民
活
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動
を
^
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一
の
兆
木
的
特®

と
も
な
つ
た
。
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上
の
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質
は
當
然
外
地
經
營
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上
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啤
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^

れ
た
。
凌
_

資
本
主
義
國
と
し
で
办
日
本
は
、
秦

つ

脆

弱

懈

の

故-
 

に
却
つ
て
外
地
統
治
に
際
し
て
は
强
カ
的
支
配
を
以
つ
て
臨
む
要
請
に
驅
ら
れ
る
も
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で
ぁ
つ
セ
.が
、
へ.又
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’の
司
.じ
脆
弱
性̂
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懿
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し
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地
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、

そ
し
て
こ
のI

の
間
本
お
け̂
相
刺
、
し
か
.德
め
亦
れ
に
も
讓
し
得
な
十
つ

:.
?
:と
い
ふ
こ
と
が
、
物
質
的
部
雨
に
お
い
て
も 

、

精神的分野にっぃても、

'
現
领
淑
民
の
眞
の
歲
化
を
«
き
得
な
か
っ
セ
所
以
で
當
、
究
極
に
：
$

 ̂

‘

爾
せ
し
め
た
拫
本
的
版
因
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

先
っ
笫
ー
の
盟
に
っ
い
-T

、
#

损
鈴
.木
氏
1 :

日.
に
も
示
さ
.
れ
：る
洳
く
、屢
々̂̂
^
^
 ̂

1

は
、當
初
f

常
に
道 

■

義
敗
策
の
遂
行「

一
視
同
'仁1_
を
以
つ
\て
根
本
精
神̂

し
?:

と
說
か
れ̂
0

だ
が
往
‘
々
に
し
て
そ
れ
は
理
想
主
義
に
基
づ
く
檩
語
ど
し
. 

て
の
み
に
止.
幻
、
或
は
單
办
る
主
張
に
過
ぎ
な
：か
ー
'0

尤
と
の
勝
歌
き̂
;

得
な
い
。，
元

來
--
1
-

ー
視
同
仁」

と
い
ふ
言
勸
は
大iH
八
年
獨
立 

汾
歲
ョ
刊
後
の̂

斛
龅
督
购̂

制
改
部
に
際
し.
て
下
さ
れ
た
大
疋
天
皇
の
御
詔«

に
そ
の
源
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
船
來
こ
り
方̂」

- 

诹

し

て

の

若

干

の

旅

策

が

進

：
め

.ら
れ
た
こ
と
か
事
實
で
あ
る0
し
か
し
そ
の
多
く
は
極
め
て
表
面
的
な
エ
作
に
正
り
、
實
質
的
内
容
を
缺
：

■ 

く
も
の
で
あ
つ?:
。
‘
こ
の
線
に
沿
つ
て
の
廣
大
の
運
動
は
ノ
支
那
讓
變
下
に
お
い
て
展
開
甘
ら
れ
た
ラ
皇
民
化

^

運
藤
で
ぁ
る
が
/
こ 

れ
と
て
も
運
動
の
木
旨
を
忘
ホ,

外
面
的
成
见
を
追
ふ.
に
墮
1,
:

'

、
龈
つ
て
逆
效
果
を§
.

へ
生
じ
た
こ
と
は> 
旣
に
識
盏
に
ょ
つ
て
烈
し• 

ベ

指

彈

.さ

れ

た

所

で

f

。
觀
念
の
遊
戯
が
想
の
枚
攬

L
i

資
せ
♦

し
て
、
逆
に.
^

V
.

の
離
反
を
助
長
す
る
結
艰
と
な
る
こ
と
、
こ
吖
は 

獨
り
外
地
の
み
に
阪
ら
な
い
が.
>

少
べ
と
も
|

地

經

營

に

づ

，
い

て

は

»

.

然

ら

ば

日

本

は

强

カ

な

帝

隞

主

.義

政

策

の

遂

行

者

た

り

得

.|
:
で
あ
ら
ぅ
か
。

:•
■
こ
.
の
第
二
の
.點

に

つ

い

rc
名
舞
論
'を
免
：
れ
な
い
で
あ
ら
'
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要

霄

す

れ

ば

、
，
後

進

業

主

義

國

と

し

て

.

の
日
本
の
國
ヵ
办
不
備
、
就
，

資
本
力
の
柒
足
は
徹
底
せ
备

f

義

政

策

の

遂
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を
不
可
能
な
ら
し
め
た
と
見
る
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が
至
當
，
で
：は
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な
か
.ら
ぅ
か
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,

そ
し
て
そ
の
後
、
明
治
四
，十
年
代
の
日

.本

經

濟

：
に
：
お
け
る
.

集
樹
と
集
中
の
促
進*-
程
、
；歲
に
は
第
ー'次
世
抓
大
戰
を
通
芯
て
、
日
本
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經
濟
の
躍
進
的
發
屉
と
そ
の
高
度
化
が
典
肩
さ
れ
た
に
も
拘
榀
ら
す
、
；
尙
封
建
的
諸
耍

.素

.
の

執

拗

な

る

殘

游

は

、

辣

.(
-
:
對

外
的
植
挝
沽

動
の
部
面
に‘お
い
て
、
上
述
の
倾
向
を
基
本
的
に
保
掛
せ
：し
め
る
.に
役
立
つ
た
と
見
て
差
文
な
か
ら
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度
段
階
へ
の
移
行I

兄
は
て
、
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治

末

期

以

降

、
特

に

第

：
一

差
 

出
沾
動
が
鑛
け
ら
れ
た
こ
.と
は
周
.知
の
如
く
で
あ'る
。'
.そ
れ
に
應
じ
て
外
祂
經
營
も
そ
の
經
濟
的
側
面
に
お
い

‘
て

.、一
殺
と
强
壓
的
色
彩

、
を
梢
し
た
。.裏
灣
U
つ
い
T
も
、
朝
鮮
に
お
い
て
も
、
力
f

し
の
期
間
を
通
必
て
最
も
露
骨
：に
公
式
的
な
植
段
地
經
濟
關
係
の
設
定
が
企
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丨
て
ら
れ
た
。
；
所
謂
篇
主
義
的
政
策
切
適
刖
に
恶
づ
き
ぺ
外
爾
は
日
本
に
對
す
る
原
料
供
給
地

^
販
賫
市
#
、
M
に
は
資
本
投
下
市
場 

•
••
^
レ
て
の
§
始
生
鹿
領
狨
と
し
て
の
體
制
を
.明
確
に
賦
課
せ
ら
れ
、
强
度
0)
-
#'
:-
»的
關
係
に
捲
込
ま
れ'?
:
の
で
あ
る0「

農
業
朝
鮮」「

米 

一
.の
朝
®i

或
は
'.「

來
.
•
•
糠I

苯
建J「

糖
業
豪
灣1-
-
'等
の
言
葉
ば
こ
吸
觀
に.お
け
，
る

各

外

地

0>
.地
位
を
端
的
 

,

;

さ
れ
ば
滿
州
事
變
後
の
新
難
の
展
間
じ
際
し
て
は
、
外

.地
に
對
し
て.ー.而
'で
：は'「

內
外
地
ー.
體
化
.
--
の
建
前
か
ら 

>
1

そ
仍
地
位
の
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向
上
を
說
き
：つ

〜

、
そ
の
協
力
體
制
の
寶
現
を
通
じ
て
實
質
的
支
阳
の
强
化
に
專
念
し
た
の
で
あ
る

。

.
' 

,

:

.

.い
づ
れ
に
し
て
も
、
旣
往
の
經
濟
1-
お
..い
て
、
：日
本
は
そ
の'外
地
絲
治
政
策
上,
ー'方
に
_お
.い
T
道
義
政
策
を
完
微
し
得
令
、
又
他 

本
し
お
い
て
帝
阈
主
靛
的
强
カ
政
策
を
も
徹
鹿
し
得
中
し
て
、
常
に
そ
の
中
間
を
浮
動
し
た
。
そ
し
て
何
ょ
り
も
こ
の

^
が
、
そ
の
祝

本
的
政
策
を
特
微
づ
け
た
と
：

1
Bへ
る
の
で
は
な
か
ら
ぅ
か
。
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で
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安
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に
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間
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づ
い
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て
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條
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お
い
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政
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滿
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現
の
た
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に
は
尙
相
當
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驗
を
準
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そ
し
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又
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摘
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濟
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狹
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满
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